
・攣忠恕1。時～慧弓

08月　2日（日）集会　　　　　　　（コングレスセンター　45梱
司会：溝口　春江　　感話：岡村㍉帳

聖書講話：ヨハネによる福音事　4章16～　30節
「ィェスとサマリヤの女（2）－この山でもなくコリレサレムでもなく」 水戸　潔

08月　9日（郎集会　　　　　　　（アクト研陰交流センター403号㊨
司会：小林一静子　　感蘇：水戸潔
聖書講話：ルカによる福音書　7章36～50奇
r赦されることの少ない者は、愛することも少ないj

08月　23日終い集会

永井　敢

（アクト研修交流センター403繊

司会：相原　真紅　　感許：武井　めぐみ

聖書講話：コリント信徒への手耗Ⅰ4章1～21衝
「わたしたちは弱いが、あなたがたは強い」

08月　30日は）集会
司会：水声潔　　感許：桝本潤
聖事講話：イザヤ書　30章1番　～3奇
「イザヤ書の中爛熟

●　　●　　● 通

武井　陽一

（アクト樅流センター403号郵

平井　国雄

借　　　　・・・

◇月本の劇が牒角

今年8月は戦後70年の番目を迎えます。同時にいま日本は大きく戦争のできる国に方向転換しよう
としています。僻7月政府は閣議決定という手段を使って・憲法で藩められないr集団的自軒権の

行使容軌を決定し、1年後の7月16日これを実際に行えるようにする法案（薪安保法案）を衆義
院で強行採決し、現在参議院で審議されていまれこの法案が成立すると、戦後70年間戦争をせず
にきた日本が、海外に行って戦争をする国になってしまいます。これが磯帰山こかなった選択であるか

どうか、敗戦70年の8月、心を澄まして祈り御声を聞きましょう。

◇敗戦缶金目講涙金　のお知らせ

日　時：8月15日は）14時～16時　場所：浜松市地域情報センター

済　度：r集団的自衛権で日本を滅ぼしてもいいのかj

講　師：半田　軽く東京新聞編集鼻）

主　催：浜松・憲法九条の会

マルコ蕪青書10章42～45師

ィェスは彼らを呼び寄せて音われた、rあなたがたの知っているとおり・異邦人の支配者と見られてい

る人々臥その民を治め、また偉い人たち臥その民の上に捜カをふるっている。しかし、あなたが
たの間で臥そうであってはならない○かえって、あなたがたの間で肯くなりたいと患う着払仕える

人となり、あなたがたの間でかしらになりたいと患う者は・すべての人の僕とならねばならない。

人の子がきたのも、仕えられるためではなく・仕えるためであり・また多くの人のあがないとして、

自分の命を与えるためである」。



・攣忠恕1。時空慧弓

08月　2日（日）集会　　　　　　　（コングレスセンター　45骨斡
司会：溝口　春江　　感話：岡村順
聖柿：ヨハネによる福音事　4章16～　30飾
「ィェスとサマリヤの女（2）－この山でもなくコリレサレムでもなく」 水戸　潔

08月　9日（郎集会　　　　　　　（アクト研隆交流センター403号㊨
司会：小林静子　　感蘇：水戸潔
聖書講話：ルカによる福音書　7章36～50希
r赦されることの少ない者は、愛することも少ないj

08月　23日終い集会

永井　赦

（アクト研鯵交流センター403朝斡

司会：相原　真紅　　感話：武井　めぐみ

聖書講話：コリント信徒への手離Ⅰ4章1～21節
「わたしたちは弱いが、あなたがたは強い」

08月　30日用）集会
司会：水声潔　　感許：桝本潤
聖事講話：イザヤ書　30章1衝　～3奇
「イザヤ書の中爛熟

●　　●　　● 通

武井　陽一

（アクト研鰍ンター403号郵

平井　国雄

借　　　　・・・

◇日本の曲が牒角

今年8月は戦後70年の番目を迎えます。同時にいま日本は大きく戦争のできる国に方向転換しよう
としています。僻7月政府は閣幾決定という手段を使って・憲法で認められないr集団的自衛権の

行使容軌を決定し、1年後の7月16日これを実際に行えるようにする法案（薪安保法案）を衆議
院で強行採決し、現在参議院で審議されていまれこの法案が成立すると、戦後70年間戦争をせず
にきた日本が、海外に行って戦争をする国になってしまいます。これが磯帰山こかなった選択であるか

どうか、敗戦70年の8月、心を澄まして祈り御声を聞きましょう。

◇敗戦患金目講涙金　のお知らせ

日　時：8月15日は）14時～16時　場所：浜松市地域情報センター

済　度：r集団的自衛権で日本を滅ぼしてもいいのかj

講．師：半田　軽く東京新聞編集員）

主　催：浜松・憲法九条の会

マルコ蕪青書10章42～45節

ィェスは彼らを呼び寄せて音われた、rあなたがたの知っているとおり・異邦人の支配者と見られてい

る人々臥その民を治め、また偉い人たち臥その民の上に漫カをふるっている。しかし、あなたが
たの間で臥そうであってはならない○かえって、あなたがたの間で肯くなりたいと患う者は、仕える

人となり、あなたがたの間でかしらになりたいと患う着払すべての人の僕とならねばならない。

人の子がきたのも、仕えられるためではなく・仕えるためであり・また多くの人のあがないとして、

自分の命を与えるためである」。


